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D 23 女尽短大生の住急繊に関する調査

　　　　　　　　　　大阪飲食文
　　　　　　　　　　甲子園短大

住　居　187

斧本幸�

矢沢正子　回和頻瓜九〇丈村剤べ

　目的本研部]:、まい荷来住宅市場で新規住宅需鸚号として顕在化ずると予測されるか

子短文生の住ｌいに関１る漸識の実紡、ヒ、々の形瓜要因左探ううとするものでヽある。

　方法調査対象は、大阪荷下・兵参県下の廿子短大の厚生2ﾜ2名でめう。調査方法は直

持滴 ･ 直路回収による自記法､で、調査実施期闇は昭禾=ぶ年丿月拓日～25日でヽある。

　邸早巾調査球象の脚注：客族人数μ牟人の肺牟か濠も今ぐ糸柳型では核象族世尊

が乳iy.を占めている。住定禾件で以、戸建層(76.8% )や祈乳母( 83.8% )が今く、薦

ﾌﾞむ卜準も平均劃数:６､o^とかヽt｡川上仙である。啓生の個差諦痢率(i約和yoであっμ。m厖

住歴：過去の住み力ヽ±11平均こ)､認回で、現住追左生糸とする者がなら% ヒ炭働計啼い・

住みヵ、え経験£肩する内、Ｊ回のも即以ぢ兄左占めている。居住径験ヒして、戸建住光し

か如らない求心673%に漣7る。ぷ瞰徊賢性別現:自冷邸律婚する呼酎主生箔のかな時

性亙みると／2人に印ハ贋力で、鋏くても紅ゆヽう借糾ヽらスマートし、親ﾋほ別鳶して

衣食面にウェイト剔iく｡富信を期呼しているじ庖鳶にyれる。し々ヽし-般諭として、老い

層の新翻有主宅の穐咳は借家ﾋ,hヽている人び?/2%、ITz形式でヽは集/肘主宅ヒみている人

が§1.0%に達し、自分､賃向了る内庵にでしもみられ乱叫略ぶしい住宅糸件：重辱如

(A "i釦立とみうと、個i./院c )､q点、)、居間の確立( 回点)､符馴竺(/､珀､か'あびり、物丁勤び生牝

i･トし&.間稗戌への今宋が両いい5) 3.ヒめ：分子短火生O)孵嗚呼緋£尾選択芯朗ヒ、籾

乞や過去の葦建坪験ﾋの関和吻商い冷､^記廉万る二とがで･$Tz。/豺如:吸刎釦意謝

性亙ヽ甦iしい激尺行動に絢して？る可能勉でついての愚糸等おヌ呼と｡なうと限われる。

D 24 ITS-短哭生にみう性軟膏・性情報目閣すら研犯

　　　　　　　　　　　　　　大阪軟膏大岸亭ヽ乖臣

　　　　　　　　　　　　　　甲子園短大○矢沢正子　　四琢畷短人　大津十帽べ

　目昨国民の住校育の伺ﾉﾆを目指すうえでに住敢洩の食困けほ火軸i足ヵヽ-^リいてレヽ

る。その原因ｙ

取肴についても、明確ね激:脅目標や方法顛沁･未確立で'ある点､も旧怨せない。本研免は面子

班叉笛を灯刄に、住iいに閑Tる惰報源- 憚難導への関|硝口:択亀し、冷後の短大に釦す

る住友育改凄め坪題を考爆しょうとした､むのでヽヽある。

　方法阪鋤地咳削主の廿子短大淀272 函へのアンヶ-ﾄ調査を昭和屡i月に実施しに

　描早　山調査対象の衝t生：平均尿族人牧ほ４耳人、核原族於ヽﾜ劃£占める。2割ヵヽ澗表、

戸建往能に焉往し、蝕肘祠主集か､隼ｙ

mm報源て才る新m析込ぷ､肴への関叫l低く、視動こ諭七る熹しい広､告に対して疑問よ

')<?)こ訂れち識ヵ秀行している。しヵヽしイしテリア隋叛t碩戯する薇誌類の購読恚ぱ々<、

イしテリア紅痢ま畜々､的で(i心ヽが関心ヽ亙もって捉えられてぃ乱印舷顔域への関りヽ:象

政厚の各傾域の呻で、住/陶疾に最大の関心ヽ£示不層(i I 割に満a｡こい｡憚鳶/字に対して、

履窄前に穐磁勾関^ヽ£示ヽJれにい主な啄因は、偉放有に馴じみヵヽ'びいことで･･爾る。i批曳

生澪にi蒋波立つ内奏^期俘して関心£示しひ雪層は、ﾉ履￥喚は俘居/字左吊りヽ釘政喰戻

域に評晒してぃるぺ主冷/字の関心内各として、インテリア･ 釦勾平面]紅画肩肘軸ヽ啼く、

How to的内奏やl/iS旧e Tjﾐ美しぴ／＼の岡心ヽの南さダ伺むる。(4)1とめ：国民川ｔ恚識£向
よ乃てる一意程として、短大て叫住政令亙博恥し,nゼること、阪丈達ぶ関心ヽの示し方におヽ

られる性債根薦収め砂陸を配慮､し扨、誦義内港･敢授方織の再考か今後の課題てヽ'ゐる。


